
 

 

 ～タイムスケジュール～ 

８：３０  大歳地域交流センター集合 

８：４５  出発（マイクロバス） 

１０：００  下松 SA（トイレ休憩） 

１０：５０  旭酒造到着 

１１：００  見学 

１２：２０  旭酒造出発 

１３：００  下松 SA（各自昼食） 

１４：００  下松 SA 出発 

１５：１５  大歳地域交流センター到着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№81 平成２７年１２月

号 
発行 大歳地域交流センター  

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

 
人 数 13,331 世帯数 6,145  

平成 27 年 10 月 31 日現在 

山口の銘酒「獺祭」の製造元である旭酒造へ行って、蔵見学してみませんか？ 

酒造りの現場を見学し「獺祭」の魅力を教わります。 

 

日時：１月２４日（日） ８：３０～１５：１５（予定） 

集合場所：大歳地域交流センター（８：３０集合） 

見学場所：旭酒造（岩国市周東町獺越２１６７－４） 

内容：蔵見学、映像視聴、質疑応答 

講話（獺祭へのこだわり、お勧めの飲み方など） 

※試飲はありませんのでご了承ください。 

参加費：無料 

募集人数：２０人（先着順） 

その他：昼食は下松ＳＡで各自お取りください。 

受付：１２月１日（火）８：３０から 

申込み・問い合わせ：大歳地域交流センター 

（TEL ９２２－４０３５） 

 

 

 

 

先月の大歳交流センターだよりで、現在地域の皆様に開放している２階講堂が使用できなくな

る時期を１２月下旬以降とお知らせしておりましたが、１２月２２日（火）から工事終了予定時

期の３月末まで使用できなくなることが決定しましたので、改めてお知らせいたします。 

これから交流センターの利用を計画されている皆さまにおかれましては、平川や吉敷など他地

区の地域交流センター、交流列車おおとし（TEL９２２－６８６０）、又は各自治会が管理され

ている公会堂の利用をご検討ください。 

行政窓口及び地域担当窓口は引き続きご利用いただけます。 

ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

問い合わせ：大歳地域交流センター（TEL９２２－４０３５） 

 



 

 

平成２７年１２月          大歳交流センターだより              Ｎｏ.８１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成２８年１月１０日（日） 

    式典１４：００～ 

会 場：山口市民会館 

対 象：平成７年４年２日～平成８年４月１日 

の間に生まれた方 

送迎バスの申込期限：１２月７日（月） 

 往路 大歳バス停     １２：５５発 

（日本キャタピラー前） 

 復路 山口市民会館    １５：４０発 

※片道だけの利用も可 

※交流センター増改築工事に伴い、バスの乗降場所が例年と異なりますのでご注意下さい。 

記念撮影時刻・場所 

  大歳地区 １４：４０ 小ホール① 

問い合わせ・申込先 

  市社会教育課（TEL ９３４－２８６５） 

山口県出身でプロ野球ヤクルトスワローズに所属する三輪正義

選手をお招きして、野球教室を開催します。 

野球をやったことのない人、野球に興味がある人、誰でも参加で

きますので、お気軽にお越しください。 
 

 日時：平成２７年１２月１３日( 日)  ９時から１２時まで 

 場所：山口高校グラウンド（雨天時は大歳小学校体育館） 

 内容：野球教室、写真撮影、サイン会 

 問い合わせ：大歳野球スポーツ少年団 

       代表 上田 博史 （０８０- ６３１３- ３６５２） 

「基礎・基本 元気 つながり」をモットーに、野球を通じて心を鍛え、練習の成果が発

揮できるように、日々頑張っています。 

 現在４５名の団員が、毎週土日に大歳小学校グラウンドで練習をしています。気軽に見学

や体験入団をしてみませんか。 

問い合わせ：代表 上田博史（０８０- ６３１３- ３６５２） 

 
 去る１１月１日に開催された新人戦の第１３

回若獅子旗・きらら杯争奪少年野球大会におい

て、市内１６チームのリーグ戦を勝ち上がり、 

準優勝することができました。 

たくさんのご声援、ありがとうございました。 
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日時：１２月１９日( 土） 

１３：３０～１５：３０ 

内容：☆朗読会 

名作の朗読( ＣＤ) をみんなで聴きましょ

う！年の瀬のご多用な折ですが、少し手

を休めて名作の朗読に耳を傾け、一緒に

作品鑑賞をしませんか。 

   ☆茶話会 

    優雅な雰囲気に浸って、忙しい年末のひ

とときをしばし“ゆったり”と！ 

場所：大歳地域交流センター ２階講堂 

参加費：１００円 

問い合わせ： 吉野（℡９２２－５２８６） 

※申し込みは要りません。大人から子どもまで、

どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

 

がん検診や特定健診はお済みでしょうか？ 

  健診の結果や健康づくりについて、保健師や栄養

士に相談してみませんか？１２月の健康相談では

体組成測定・血圧測定やロコモチェックなどを実施

します。また、みそ汁の塩分測定も実施します。 

  初めての方もお気軽にお立ちよりください。 

 日時：１２月１１日（金） 

１０：００～１１：３０  

場所：交流列車おおとし（大歳駅側） 

料金：無料 

持参品：健康手帳（お持ちの方）、健康診査結果等 

  みそ汁の塩分測定を希望される方は、みそ汁を 

５０ｍｌ程度密封容器に入れてお持ちください。 

問い合わせ：山口市保健センター 

     （TEL９２１－２６６６） 

 

いよいよランニングシーズンとなりました。 

１月１７日（日）に行われる「第１１回山口市駅

伝競走大会」に向けて大歳走友会も日々練習してい

ます。 

只今、駅伝メンバーも募集していますので、中学

生以上で出場したい方は、下記迄ご連絡ください。 

 なお、１２月の「合同練習日」は下記の通りです。 

 

日時：１２月２６日（土） 

１８：００～１９：００ 

場所：維新百年記念公園テニスコート入口付近集合 

問い合わせ：大歳走友会 

      代表 中野（TEL 090－4893- 2038） 

 

 

 

 

平成２８年４月入学出願受付： 

１２月１日（火）～２月２９日（月） 

入学相談時間：１０：００～１８：００ 

 （※月曜日、祝日を除く） 

場所：山口吉田１６７７－１  

山口大学吉田キャンパス内、大学会館１階 

問い合わせ：放送大学山口学習センター 

（TEL９２８－２５０１） 

放送大学山口学習センターでは、来年度第１学期

（４月入学）学生を募集しています。皆さんも生涯

学習やキャリアアップ、資格取得などを目指してみ

ませんか。 
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 この水争いについての取り調べは、翌、寛政 12 年（1800）の２月から湯田の竜泉寺において藩

目付その外の役人が出張して来て行われました。５月５日に、裁判の結果が出て、証人百姓梅田次

左衛門に 50 日の籠舎刑、畔頭（くろがしら）の源七・頭百姓田中善左衛門・喜兵衛と上丁田の弥

七・市の末七の五人に閉戸刑（謹慎）が申し渡されました。一方、吉敷方の庄屋・畔頭も５月５日

に萩の籠舎に入れられ、吉敷毛利家御家中の一人が遠島になりました。籠舎刑とは、牢屋に入れら

れる事です。 

 『毛利十一代史』によりますと、寛政 12 年６月 24 日に、「審問ノ結果、毛利外記家臣等矢原村

民ヲ猥（みだり）ニ拘引暴行ヲ加へタルニヨリ、所務代岡崎新平外三人処罰アリ」とあります。こ

れは、吉敷毛利家の家臣が、矢原村民を拘引して不法に暴行を加えたことから、本藩が、毛利外記

（吉敷毛利家九代の領主房直のこと）の家臣を処罰したということです。同時に、監督不行届との

ことで、山口宰判の代官・岡崎新平までが責任を問われたのでした。 

 また、それ以降騒動が起こらないように、庄屋に騒動の顛末記を書かせ、それを代官所と庄屋に

保存させています。 

農村は、当時、五人組とい

って、約５～10 戸ほどが一つ

のまとまりとなり、更にこれ

らの幾つかを畔頭、庄屋がま

とめて、お互いが互助・牽制

しながら争いが起こらないよ

うにしていましたので、苦し

くても我慢しなければならず、

争いが少なかった事と思いま

す。 

（大歳史談会、  

   文責：井手明雄） 
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